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ま　え　が　き

　私が初めて国際会議で発表したのは，いまから 15 年まえの 40 才のときであ
った。アパラチア山脈の中腹の大学町ブラックスバーグにあるバージニアポリ
テクニック州立大学に到着したとき，その緑に囲まれ，広々とした威厳のある
キャンパスを緊張した気持ちで見たことを，いまでも覚えている。会議は大学
の講堂で行われた。たくさんの「外国人」の注視の中で，日本で丸暗記をした
講演原稿を，後で質問が少ないことを祈りながら一気に話した。それ以後，国
際会議での発表，外国の大学での講義，国際学術雑誌への投稿という経験を積
みながら，これまで自分がいかに無駄なこと，能率の悪いことをしてきたかと
強く反省している。同時に，国際会議における他の国からの参加者にはみられ
ない日本人独特の行動や弱点，あるいは日本人が書いた論文の英語にみられる
共通的な癖が気になってきた。このような経験から，これまでのような外国文
献講読という「受信」のための教育ではなく，成果を伝え，また議論の中で研
究を深める「発信」のための教育が必要であると考えるようになった。
　グローバリゼーションが進む中で，研究者・技術者が英語で発表し，英語で
論文や報告書を書く機会が圧倒的に増えている。その流れの中で，これからの
活躍が期待される若者が，かれらの汗の結晶である研究成果を，最大効率で世
界に発信できるようにと，私の所属する名古屋大学大学院の電子機械工学専攻
では，最近複数の外国人による英語の講義「Scientifi c English」を設けた。ス
タートしたときには，英語で行われる講義をどれだけの学生が受講してくれる
のか心配であったがきわめて好評で，外国人教師と学生との間の活発なやりと
りが行われる講義自体が，プレゼンテーションの見本のようになっている。
　一昨年，日本機械学会東海支部では，支部の新しい事業を発案する企画委員
会が設けられた。その委員会でも，最近技術英語による表現能力がますます要
求されているという認識が示された。そして名古屋大学における上記の講義
「Scientifi c English」を参考にして，「技術英語によるプレゼンテーション能力
のレベルアップ」という講習会が企画され，多くの参加者を得た。外国人講師
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ii 　ま え が き　

から，生の指導を英語で直接受けられるようにしたことも，支部講習会として
はこれまでとは異なる試みであった。
　本書は，名古屋大学大学院における講義と機械学会東海支部の講習会の内容
を加筆，修正して作ったものである。 4人の先生方の分担執筆という形をとっ
ているが，私との綿密な議論を繰り返して作りあげていったので，その内容は
一つの流れにまとまっていると考えている。
　本書はもとより，採り上げたテーマに関する完全な参考書を狙っているもの
ではない。すでに高校時代に英文法などの基礎的なことがらを学んだことがあ
る大学院生，教官，会社の研究者や技術者が，これから英語の論文をまとめる
とき，あるいは国際会議で英語で講演をしなければならないとき，昔学んだ英
語の知識を思い出し，必要となる最低限の知識を短時間に備えることを考えて
執筆した。本書が，これから活躍が期待される若い研究者，技術者の皆さんの
役に立つことを願っている。
　本書の執筆には 1章を村田先生， 2章をメンショフ先生， 3章をヘイグ先
生， 4章を長谷氏が担当した。なお，メンショフ先生とヘイグ先生からは，原
稿を英文でいただいたが，読者の便宜を考えて，石田が和訳して掲載した。ま
た，ヘイグ先生については，東海支部講演会で用いた英文のパワーポイントの
内容の一部をあわせて掲載した。英語でのコンパクトな表現を学んでいただく
とともに，ヘイグ先生の名講義の雰囲気を少しでも味わっていただければ幸い
である。
　最後に，本書の出版に際してお世話になった日本機械学会，同東海支部，コ
ロナ社に感謝申し上げる。
　2004 年 5 月

 編著者　石田　幸男

増補にあたって
　今回の増補では，巻末に補遺として，日本機械学会誌 2017 年 1 月号～12 月
号にかけて連載された「機械屋英語のあれこれ」（全 12 回）を加えた。
　2018 年 5 月

 編著者　石田　幸男
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